
目標 将来を見据えた経営基盤の確立と自立した都市の実現

豊かな自然 あふれる笑顔 みんなで創る きららか射水

第４次射水市⾏財政改革大綱（素案概要）

１ これまでの取組

第２次総合計画

実施計画

２ 本市を取り巻く社会環境等

約19億円 約8.4億円 約6億円
収支改善効果額

① 少子高齢化を伴う人口減少社会
➤ 地域コミュニティ機能の低下、地域産業の担い手不足、
空き家の増加など

② 厳しい財政状況
➤ 生産年齢人口の減少による税収の減少
➤ 普通交付税の一本算定による減少
➤ 合併特例事業債の発行限度額到達
➤ 老年人口の増加による社会保障関係費の増加
③ 公共施設の老朽化
➤ 老朽化施設の増加による更新費用及び維持管理費
の増加

３ 更なる行財政改革の必要性

視点 長期的な課題を踏まえた「量」の改革と「質」の改革の両立

協働・共創による質の高い行政経営の推進１
① 市政情報の共有と協働・共創によるまちづくりの充実
② ＩＣＴの有効活用と効果的な市民サービスの提供
③ 民間活力によるサービスの向上

効率的・戦略的な財政運営

基本
方針

① 事務事業の効率化・適正化
② 公共施設マネジメントの促進と資産・債務の適正化
③ 自主財源の確保及び創出
④ 公営企業の経営健全化

職員と組織の質の向上
① 職員の能力及び意欲向上の推進
② 時代の変化に対応した弾力的な組織体制の構築
③ 職員定数の見直し及び給与の適正化

２

３

① 第４次行財政改革集中改革プランの策定
② 推進期間：５年間（令和元年度～令和５年度）
※ ③推進体制及び④進行管理は第３次と同様

「第２次総合計画」を支える計画の一つ

第４次行財政改革大綱第４次行財政改革大綱

第１ 行財政改革の趣旨第１ 行財政改革の趣旨 第２ 行財政改革の基本姿勢第２ 行財政改革の基本姿勢

第３ 行財政改革の推進方法第３ 行財政改革の推進方法
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